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12月 1 日現在

世帯数 7.771 (+22) 

人口 22.376(+23) 

男 10.676(+5) 

女 11.700(+18)



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
九
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
の
我
が
国
経
済
は
、
や
や

上
向
き
の
き
ざ
し
が
見
え
て
き
た

と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
依
然
と
し

て
停
滞
の
途
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
十

一
月
に
は
第
二
次
橋
本

内
閣
が
誕
生
し
、
政
権
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
内
外
と
も
に

厳
し
い
局
面
で
は
あ
り
ま
す
が
、

国
際
社
会
に
お
け
る
調
和
と
我
が

国
経
済
の
進
展
、
国
民
の
福
祉
向

上
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す

。

重
信
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨

年
は
町
制
発
足
四
十
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
で
あ
り
ま
し
た

。

発
足

2 . ，.，・

以
来
四
十
年
間
、
町
民
の
皆
様
方

の
ご
協
力
と
先
輩
各
位
の
ご
努
力

に
よ
り
、
数
々
の
諸
事
業
、
諸
施

策
を
実
現
し
、
め
で
た
く
四
十
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
誠
に
ご
同
慶
に
存
じ
ま

す
。

ま
た
、
私
に
と
り
ま
し
て
は
、

町
長
二
期
目
の
年
で
も
あ
り
、
気

持
ち
も
新
た
に
町
政
の
推
進
に
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す

。

町
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
化
社
会
に
備
え
、
昨
年

四
月
北
野
田
に
社
会
福
祉
法
人
に

よ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
開

設
い
た
し
ま
し
た

。

特
養
ホ
ー
ム

の
外
に
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
介
護

治樹和田重信町長

支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て
お

り
、
老
人
福
祉
対
策
の

一
翼
を
担

っ
て
お
り
ま
す
。

西
岡
の
総
合
運
動
公
園
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
十
一
年
度
末
の

完
成
を
目
指
し
て
順
次
工

事
を
進

め
て
お
り
ま
す

。

ま
た
、
生
活
環

境
面
で
は
、
町
民
の
皆
様
が
生
活

し
て
い
く
上
で
ご
み
行
政
の
推
進

は
急
務
で
あ
り
ま
し
て
、
ま
ず
生

ご
み
対
策
と
し
て
新
施
設
の
清
掃

セ
ン
タ
ー
を
本
年
三
月
の
完
成
に

向
け
建
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応

し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
及
び
住

民
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
今

後
も
行
政
改
革
を
進
め
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す

。

昨
年
、
行
政
改

革
大
綱
が
策
定
さ
れ
、
平
成
八
年

四
月
一
日
か
ら
順
次
実
施
し
、
三

年
計
画
で
行
う
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
第
一
段
階
と
し
て
四
月

一
日
に
行
政
機
構
改
革
を

実
施

し
、

新
体
制
機
構
で
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た

。

本
年
も
、
旧
来
に
も
増
し
て
住

民
福
祉
の
向
上
を
モ
ッ

ト
ー
に
町

政
の
進
展
を
図
っ
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す

。

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す

。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

ご
ぎ
い
ま
す

重
信町

長

開J

高和和
橋田田

謙治
一正樹

収
入
役

教
育
長

歳

時

記

正
月
の
子
供
に
な
っ
て
見
た
き

か
な

一
茶
『
寛
政
紀
行
書
込
』

昔
の
子
ど
も
は
、
も
う
い
く
つ

寝
る
と
お
正
月
・

・
・
・
・
・
と
楽
し
み

に
指
折
り
数
え
て
待
ち
ま
し

た
。

元
日

一に
は
家
族
そ
ろ

っ
て

お
雑
煮
の
も
ち
を
年
の
数
だ
け

食
べ
、
男
の
子
は
た
こ
あ
げ
、

女
の
子
は
羽
根
つ
き
な
ど
を
し

て
遊
ん
だ
も
の
で
す
。

し
か
し
、
「
最
近
の
子
ど
も
の

正
月
の
最
大
の
楽
し
み
は
お
年

玉
」
と
い
う
小
学
校
の
先
生
の

話
を
き
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

も
ら

っ

た
お
年
玉

E
z

-­

を
電
車
で
計
算
し
、
テ
レ
ー

平
成
九
年

冗
日一

カ
ラ
l

プ
リ
ン
タ
ー
で
作
成
し

た
り
す
る
な
ど
、
年
賀
状
も
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、

パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
に
よ
る
年

賀
状
も
珍
し
く
な
く
な
る
で
し

ょ
、
フ
。

今
年
こ
そ
日
記
を
つ
け
よ
う

と
か
、
た
ば
こ
を
や
め
よ
う
な

ど
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

誓
い
を
た

て
て
新
年
を
迎
え
る
気
持
ち
は

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
で

す
。

今
年
も
平
穏
な
暮
ら
し
を
、

と
い
う
の
が
み
ん
な
の
願
い
で

す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
思
い
と

は
裏
腹
に
事
件
・
事
故
が
起
き

て
し
ま
い
ま
す

。
事
件
・
事
故

の
防
止
と
早
期
解
決
に
は
川
番



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
私
た
ち
は
改
革
の
流
れ
の
渦

の
中
に
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

行
政
改
革
・
金
融
改
革
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
制
度
的
疲
労
を
起

こ
し
て
い
る
社
会
を
変
革
す
べ
き

時
に
来
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
変
革
の
流
れ
は
本
年
も

続
い
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
あ
く
ま
で
冷
静
に
見
守
っ
て

行
く
必
要
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま

a , 

渡部清春

重良

重信町議会議長

す
。こ

う
し
た
時
代
の
転
換
点
の
中

に
、
エ
イ
ズ
薬
害
訴
訟
や
一
昨
年

か
ら
続
く
沖
縄
基
地
問
題
な
ど
の

重
大
な
事
件
、
老
人
ホ
l

ム
建
設

補
助
に
よ
る
不
祥
事
等
、
公
務
員

の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
問
わ
れ
、
綱

紀
粛
正
が
一
段
と
叫
ば
れ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
小
選
挙
区
制
度
の
下
で

は
じ
め
て
の
総
選
挙
が
行
わ
れ
本

町
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
長
、
町

議
会
議
員
の
改
選
が
あ
り
、
町
制

四
十
周
年
を
迎
え
て
、
新
た
な
る

ス
夕
|
ト
を
し
た
と

吾一

よ
j
。本

年
も
行
政
の
役
割
が
重
要
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
町
行
政
に
対

す
る
需
要
は
益
々
増
大
す
る
中
、

住
民
の
ニ
l

ズ
を
的
確
に
と
ら

え
、
気
持
ち
を
新
た
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
総
合

公
園
の
完
成
、
新
庁
舎
の
建
設
等
、

今
後
も
地
域
づ
く
り
の
た
め
研
績

に
努
め
、
快
適
な
生
活
環
境
の
整

備
や
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、

教
育
文
化
の
向
上
を
図
り
、
最
善

を
尽
く
し
町
民
の
信
頼
と
、
負
託

に
応
え
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

ビ
ゲ
l

ム
な
ど
買
い
に
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
最
近
は
各
家
庭

で
門
松
を
立
て
、
若
水
を
く
み
、

年
神
を
祭
る
な
ど
の
正
月
行
事

は
あ
ま
り
行
わ
れ
な
く
な
り
、
元

旦
を
パ
ッ
ク
入
り
の
雑
煮
で
祝

う
程
度
の
家
も
増
え
ま
し
た
。

一
方
、
各
地
の
初
も
う
で
は

に
ぎ
わ
い
、
相
変
わ
ら
ず
年
賀

は
が
き
は
人
気
が
あ
る
よ
う
で

す
。
写
真
を
取
り
入
れ
た
り
、

E 

護

賀

新

重
信
町
議
会

議
長
渡
部

副
議
長
山
内

議
員

清
春

良
一

浜
田
卯
三
郎

佐
伯
強

高
須
賀
徳

大
西
茂
徳

窪
田
定
靖

丹
生
谷
操

牧
清
行

松
下
高
繁

佐
伯
正
夫

高
橋
幾
八

で
す
。
一
月
十
日
は
「
川
番
の

日
」
。
凶
番
の
正
し
い
使
い
方
を

理
解
し
ま
し
ょ
う
。

年
平
成
九
年
元
旦~
 

議作吋
藤
田
群
司

石
丸
敏
雄

松
下
通

大
森
隆
茂

諸
伏
静
江

竹
市
多
賀
雄

森
忠
能

森
貞
章
吾

岡
多
正

藤
田
恒
心



田
中
長
憲
さ
ん

笑
子
さ
ん

田
窪
大
正

M
年
生

今年は
私達の
年です

「細くていい、長く生きて世のため、

人のために役立つよう頑張りたい。そ
して早〈次の当たり年にめぐり会い
たいと思っています。」

白日
潟好野

寿吉 奈見 遥 達典

F 
原佐 良さ 川文

〆 雄んさ
マミJP『F 大さ 昭 昭ん

「字を書くこと (書道)が 正2 ん~ 11 r4月から中学- 生になり 和60 11 _.r重信に根付いて過ごす 和必
好きです。今年は魚を釣 年 ます。初めての英語の授 年 我が人生、 『牛の歩みも千 年
りに行きたいなあ。 」 生 業や部活が楽しみです。」生 里』のごとく 」 生

国首 点 [aS\ 震
窪 i則昭
団俊 寝入 樋麻
地子 さ 口美
昭さ 昭ん 昭さ
和ん 和 和 ん

「コーラスと水墨画が趣 12 I , r看護士をしています。 36 ¥ r ピアノの教師として、 48 
昧です。 私にとって歌は、 年 仕事を一番にがんばりま 年 充実 した日を過ご したい 年
心身共に健康の源です。」生 す。 」 生 J です。 」 生

二品--ー且 ¥ 

51( -NA 主義
見

牛正 込 奈さ 下哲
測明 良ねさ 林也
ささ

昭ん 大ん 昭ん
「今年で仕事問て302 「牛年らしく問〈ぽけな 正2 I I . r ソフ ト でピ y チャーを 認
年、結婚 して 20年、節目の 年 いように、周囲の 人 と仲良 年 しています。今年は県大 年
年です。夫婦で旅行でも、 生 く、楽しく生きます二 」 生 会で優勝 したいな。 」
と思っています。 」

一一

言 11 4，同国 量 産
南

西恵 ' 回良 野梅
岡美 可 窪幸 因子
ささ

昭ん 昭ん
r36才。ちょうど人生において 和 「無理せず マイペース 和48 
の分岐点。ただ何となく年をと 36
っていくのではなく、生き生き 年 で頑張ります。」
と緑〈女性を目指し、若返りの 生 生
年にしたいて・す。」

我ら

年



束
村

幸
子
さ
ん

南
野
田
昭
和

M
年
生

年
牛
巾

-

A寸
て
日

0
4
d
ナ
ム

私
う
み

の
を
歩

昧
足
刊
」

気
拡
つ
ふ
れ

り

地

ゆ
ま

住
川
刀
こ
い

じ
ヴ
う
て

b

じ

ょ

っ

口一
は
の
思

智
内

宏
明
さ
ん

上
樋
団
地
昭
和
印
年
生

学
に

低
うレ

品

生
る
年
な
り

坊
に
す

j

川
本
ま

川
手
り

以
お
ば

川
引
の
ん

「
年
が

青
山

下貞
林範

堕え
「健康第一。 第二の人生、 i2
一 日一日を大切に。 」 年

生

高
須
賀

俊
彦
さ
ん

昭
和
ロ
年
生

艶
子
さ
ん

上
林
大
正

2

年
生

井
門

「家族が助け合い、仲良く元気に過ごし
たいと思います。 」

和
田
康
平
さ
ん

山
之
内
昭
和
印
年
生

i
u

」

と
な

も
た

・
刀
日
ソ

一
な

カ
くツ
手

サ
上

「
ト
」

健
二
さ
ん

道
子
さ
ん

北
野
台
団
地
昭
和

μ
年
生

「ーに健康、二に健康。健康がすべての

基本。けが等しないで元気に過ごしたい
です。」

野
首

令
子
さ
ん

北
野
田
昭
和
相
年
生

と
で

つ
い

も
た
を

ー
ν

寸
達

が
上一

し、

ノス
宵

U

「

練
す

高
見

J 

¥ 
、

巻

喜
一
郎
さ
ん

樋
口
昭
和
ロ
年
生

上公
村志

さえ
「元気である限り、生1.[ "!': 
一事とばかり 『山』 に時間 13
を費していくことにした 十
いです。 」 主

皆様にむって

まき一年で

あり注すように 「健康に留意し、一日一

日を大切に過ごしてゆき
たいと思っています。」



B 面晶画面函・白歯園圃掴圃・“・・・・圃箇薗・園箇遍画面画

健
康
優
良
家
庭
表
彰

重
信
町
国
民
健
康
保
険
で

は
、
三
年
間
(
平
成
五
年
度
か

ら
平
成
七
年
度
)
と
一
年
間

(
平
成
七
年
度
)
医
療
機
関
で

受
診
せ
ず
、
か
つ
保
険
税
を

完
納
さ
れ
た
九
十
八
世
帯
を

健
康
優
良
家
庭
と
し
て
表
彰

し

ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
家
庭
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
(
名
簿
は
世

帯
主
の
氏
名
・
敬
称
略
)

E-一二二二孟二三=二二五孟ー

一
一
年
間
無
受
診

(
十
四
世
帯
)

樋

田
中
理
悪
子

ロ

横
河
原

藤
田
勉

和
田
利
行

時
松
厚
男

一
橋
千
代
子

高
須
賀
光
子

越
知
馬
朱

池
川
信
子

高
岡
貞
男

東
久
子

上
野
イ
マ
子

新
宮
冬
子

渡
部
ア
キ
ヨ

ー
也
設
ア

+
P
1
t
R
I
 

見
奈
良

田

窪

牛

j刻

下上

林林

政
治、町

一
年
間
無
受
診

(
八
十
四
世
帯
)

山
之
内

樋横
河
原

志
津
川 口

道
幸

旧
リ
ム
ロ

E

、

r

光文武三
揚 貢 教宏保郎

酉見
奈
良

回牛

北
岡
博

長
田
武
彦

丹
生
谷
キ
ヨ
子

宮
本
L
4
 

4
4
 

岡

山
内

窪

中渡渡平東東東大藤和池佐
山部部岡 西原田川伯

渡
部

大
野
ト
シ
子

岡
宮
正
美

上
田
艶
子

渡
部
徹
也

渡
部
良
孝

細
川
高
一

山
口
ヨ
リ

子

山
内
清
満

二
宮
重
徳

瀧
本
寅
夫

熊
和
志

伊
藤
孝
一

神
野
茂

冨
城
末
松

山
崎
須
磨
子

和
田
進

渡
部
信
尋

石
山
公
壱

中
川

重
松

佐
伯

岡
本

伊
藤

和
気

包

藤
岡一­

之

マ
サ
子

茂
夫

忠
孝

満
一

キ
ヨ
ノ

吉
田
正
徳

小
林
英
理
子

藤
森
健

和
田
慶
三

正
岡
卓
憲

丸
岡
キ
ミ
コ

真
鍋

山
下

北
旦
志

j刻

ス
ム

武
日月

清正
隆人

益丸義
貢亘肇太満子男

広雅豊
志子子 弘

、-

南
野
田

北
野
田

野
田
一
丁
目

野
田
二
丁
目

+
小
4
8
1
 

上下上

高
橋
ノ
リ
子

関
谷

孝
子

高
橋
郁
夫

岡
本
美
悪
子

長
岡
清
子

束
村
チ
ヅ
子

井
門
鶴
美

森
悌
二
郎

山
中
ミ
ネ
ヨ

林

中
嶋
早
苗

村
上
文
雄

塩
田
勝
重

菅
原
義
則

山
内
鬼
志
男

細
贋
キ
ヨ
子

森
福
松

小
山
力

小
山
田
幸
子

井
上
孝
代

宮
脇
正
一

田
中

為 文孝
正覚猛雄利

村

宮
内

青
森

門
田

森荒
木
シ
ナ
コ

倉
瀬
保
公

石
丸
武
夫貞

雄

岩
田

成
人
に
な
っ
た
皆
さ
ん

国
民
年
金
加
入
で

二
十
歳
の
ス
タ
ー
ト

一
月
十
五
日
は
成
人
の
目
、

大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
る
皆

さ
ん
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す

。
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
選
挙
権

な
ど
様
々
な
権
利
と
と
も
に
義

務
も
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
国
民
年
金
の
加
入

も
そ
の
一
つ
で
す
。
二
十
歳
と

同
時
に
加
入
し

、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
も
大
切
な
義
務
で
す
。

国
民
年
金
は
皆
さ
ん
を
中
心

に
若
い
世
代
が
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
年
寄
り

の
年
金
を
支
え
、
ま
た
皆
さ
ん

の
老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
な

く
、
万
一
の
事
故
・
病
気
に
対

し
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る

制
度
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の

皆
さ
ん
は
「
年
金
な
ん
て
遠
い

将
来
の
こ
と
:
・
」
と
思
わ
れ
る

で
し
ょ
う
が
、
人
は
誰
で
も
年

を
と
り
ま
す
。

将
来
を
生
き
が
い
の
あ
る
豊

か
な
も
の
に
す
る
た
め
に

『
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
』
の
と
お
り
、
そ

の
時
に
な
っ
て
慌
て
ぬ
よ
う
に

若
い
時
か
ら
準
備
し
ま
し
ょ
う

。



正
し
い
確
定
申
告
を
お
早
め
に

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た

。

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月

十
六
日
同
か
ら
(実
務
は
、
十
七
日

聞
か
ら
)三
月
十
七
日
側
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正

し
く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
算

出
し
て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度

を
と
っ
て
い
ま
す
。

所
得
金
額
や
税
額
を
正
確
に
算

定
し
、
申
告
と
納
税
を
期
限
内
に

お
済
ま
せ
下
き
い
。

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す

と
、
税
務
署
の
窓
口
は
大
変
混
雑

し
、
落
ち
着
い
て
相
談
が
で
き
な

か
っ
た
り
、
長
時
間
お
待
た
せ
す

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

で
き
る
だ
け
税
務
署
か
ら
指
定
さ

れ
た
相
談
日
に
、
そ
の
他
の
方
も

早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
、
あ

わ
て
な
い
で
済
む
よ
う
に
、
今
か

7 

ら
必
要
書
類
な
ど
を
準
備
し
て
お

主
」
ヰ
デ
し
ょ
、
つ
。

O
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基

礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
額
を
超
え

る
人

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
な
ど

で
す
。

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
、
分
か

り
に
く
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
ご
相
談

下
さ
い
。

な
お
、
贈
与
税
の
申
告
は
、
二

月
一
日
出
か
ら
三
月
十
七
日
間
ま

で
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
申

告
期
限
は
三
月
三
十
一
日
間
で

す
。

1月の納税

1 月 31 日掛

国民健康保険税第7期

町県民税第4期

納税期限

町県民税申告相談日程表
(受付時間午前9時~午後3時)

町

県
民
税
申

.B::. 
E司

相
量失
即尺

町
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
八

年
中
の
所
得
を
平
成
九
年
一
月
一

日
に
居
住
し
て
い
た
市
町
村
に
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
平
成

九
年
三
月
十
七
日
で
す
。

申
告
を
適
正
に
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
次
の
日
程
表
の
と
お
り

職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
(
指
定

地
区
以
外
の
方
で
も
相
談
に
応
じ

ま
す
)
。
な
お
、
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
町
県

民
税
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

相談 日 指定地区 相談場所

2 月 2 1 日掛 志津川

グ 24 日 伺) 田窪北 重信町農村環境改善

グ 25 日ω 田窪南 セ ンタ ー

// 26 日 や1<) 見奈良

// 27 日 同 山之内・樋 口

// 28 日 樹 横河原 JA重信町北吉井支所

3 月 3 日 開) 西 岡

グ 4 日ω 牛測 ・牛測団地・矯磨台
JA重信町南吉井支所

グ 5 目 。'j<) 南野田 ・北野田

グ 6 日附 下林
JA重信町拝志支所

グ 7 日樹 上林・上村

グ 1 0 日明)

グ 11 日ω
予備 日

// 1 2 日制 重信町農村環境改善

グ 1 3 日同
(指定 日 に相談で

センター

グ 1 4 日幽
きなかった人)

// 1 7 日開)

源
泉
徴
収
票
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

社
会
保
険
庁
で
は
、
受
給
者

全
員
に
対
し
て
、
前
年
に
支
払

っ
た
年
金
の
総
額
(
支
払
日
で

い
う
と
、
前
年
の
二
月
定
期
支

払
分
か
ら
今
年
の
一
月
随
時
支

払
分
ま
で
)
、
源
泉
徴
収
税
額
及

び
控
除
の
内
容
等
を
記
載
し
た

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
を
一
月
三
十
一
日
ま
で
に

送
付
し
ま
す
。

源
泉
徴
収
さ
れ
る
人
(
年
金

か
ら
税
金
を
差
し
引
か
れ
て
い

る
人
)
は
、
原
則
と
し
て
、
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
二
つ
以
上
の
年
金
の
支
払

者
に
対
し
て
扶
養
親
族
等
申
告

書
を
提
出
し
て
い
る
人
や
、
年

金
以
外
に
給
与
等
の
所
得
が
あ

る
人
な
ど
は
、
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

ま
た
、
確
定
申
告
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、

源
泉
徴
収
に
お
い
て
は
、
控
除

(
医
療
費
控
除
、
生
命
保
険
料
控

除
等
)
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
に
納
め
過
ぎ
に

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
税

額
の
還
付
を
受
け
る
た
め
確
定

申
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。



B 

ご
み
出
し

チ
ェ
ッ
ク

十
二
月
か
ら
燃
え
る
ご
み

(
H燃
や
す
ご
み
)
を
出
す
場

合
、
指
定
ご
み
袋
を
使
用
す

る
ニ
と
に
な
り
ま
し
た

。

み
な
さ
ん
の
集
積
場
は
、

ル
l

ル
が
守
ら
れ
て
い
ま
す

・
刀。

次
の
-
-
と
を
守
っ
て
下
さ
い
。

一
、
必
ず
指
定
袋
で
出
し
て
下

さ
い
。

二
、
指
定
袋
に
は
必
ず
地
区

名
・
名
前
を
記
入
し
て
下
さ

、

。

'
t
v
 

三
、
収
集
日
の
・
当
日
、
午
前
八

時
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
場

所
に
、

決
め
ら
れ
た
方
法
で

出
し
て
下
さ
い
。

。 守られています O

指
定
袋
が

使
わ
れ
て
い
ま
十
九

地
区
名
・
名
前
が
き
ち
ん
と

記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
聞
紙
や
雑
誌
は

束
ね
て
出
し
て
い
ま
す。

ふ
o

ふ
o

ふ
o

ふ
o

ふ
o

ふ
O
A

蜘0
ふ
o

ふ
o

ふ
0
0

品。
ふ
o

ふ
o

ふ
o

ふ
o

ふ
o

ふ
o

ふ
o

ふ
0

4
0
ふ
o

ふ
o

ふ
0
0

向
。
ふo
ふ
。

× 守られていません ×

地
区
名
・
名
前
が

無
記
入
で
す
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
は
た
た
ん
で
、

束
ね
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

黒
い
袋
と
指
定
袋
と
を

重
ね
て
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

。

(
二
重
袋
)

Vち&r)ミンむ~O/c.0宅ゐ@

指
定
ご
み
袋
制
度
が
導
入
さ

れ
て
か
ら
、
集
積
場
に
出
す
ご

み
を
減
ら
す
目

的
か
ら
、
各
家
庭

で
焼
い
て
処
理
し

て
い
る
の
が

目
に
つ
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
よ
い

こ
と
で
す
が
、
焼
く
と
き
は
、

周
囲
の
人
の
こ
と
も
考
え
て
次

の
よ
う
な
こ
と
に
十
分
気
を
付

け
ま
し
ょ
う

。

一
、
ビ
ニ
ー
ル
製
品
や
ゴ
ム
製

品
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
品

は
家
庭
で
は
絶
対
に
燃
や
さ

な
い
で
下
さ
い

。
異
臭
が
し

た
り
、
目

に
し

み
る
煙
が
出

て
、
近
所
の
方
の
迷
惑
に
な

り
ま
す
。
ご
み
と

し

て
、
出

し

て
下
さ
い
。

二
、
ご
み
や
木
く
ず
な
ど
を
焼

い
て
い
る
と

き

、
ま

た
焼
い

た
後
は
、
す
す
や
燃
え
か
す

が
飛
ば
な
い
よ

う
に
し

、

火

の
後
始
末
を
き
ち
ん
と

し
ま

し
ょ
、

7
。
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健
康
づ
く
り
料
理
講
習
会

l

増
や
そ
う
カ
ル
シ
ウ
ム
防
ご
う
骨
粗
し
よ
う
症
ー

骨
組
し
よ
う
症
は
、
骨
に
た
く

さ
ん
の
穴
が
あ
き
弱
く
な
っ
て
し

ま
う
病
気
で
す
が
、
こ
の
病
気
に

な
っ
て
一
番
恐
い
こ
と
は
、
つ
ま

づ
い
て
転
ん
だ
時
に
骨
折
し
や
す

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら

に
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て

の
骨
折
は
治
り
に
く
に
、
そ
の
た

め
、
寝
た
き
り
に
な
り
や
す
く
な

り
ま
す

。

そ
こ
で
、
現
在
開
催
し
て
い
る

健
康
づ
く
り
料
理
講
習
会
で
は
、

「
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
、
骨
を

丈
夫
に
長
持
ち
さ
せ
る
コ

ツ
」
を

皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く
学
び
、

実
践
で
き
る
よ
う
に
す
る
場
と
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
下
記
の
通

り
こ
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

の

で
、

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
下
さ
い
。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員
、

9 

保
健
婦
ま
で

月 日 場所 時間 準備物 内 :r. 担当

エフロ ン
l.骨粗しょう症について

西岡 の理解
2月 5 日制

集会所 タツノfー ①原因、症状、治療と予防

午前10時 ②運動のすすめ
タオ/レ 2. カルシウム強化のため 栄養士

~ の作戦筆記用具 保健婦
牛j剃 12時30分

運動のでき
①カルシウムが多 く含ま

3月 6 日 (木) れている食品 ・調理法

集会所 る服装 ②カルシウム強化献立
(調理と試食)

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

園
九
六
四
l

四
一
七
O

ま
た
は

箇
九
六
四
l

二
O
O

一
間

(
内
線
三

一
一
・
一
一
一
一
一
一
)

病

康

教

室

11:::= a 

居。

健

今
回
の
テ
l

マ
は
、
「
糖
尿
病
と

高
指
血
症
」
で
す
。

基
本
健
康
診
査
や
健
康
相
談
で

も
「
血
糖
が
高
い
と
言
わ
れ
た

」

「
コ
レ
ス
テ
ロ

ー

ル
、
中
性
脂
肪

が
高
い
と
言
わ
れ
た
」

と
い
う
相

談
を
よ
く
受

け
ま
す

。
こ
れ
ら
の

症
状
は
、
生
活
習
慣
と
大
き
な
関

わ
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
教
室
で
、
ご
自
分
の
生
活

習
慣
を
見
直
す
と
共
に
、
二
つ
の

病
気
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
と

実
践
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

そ
の
他

①
町
内
在
住
者
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

②
参
加
費
は
無
料
で
す
。

③
す
べ
て
町
民
会
館
で
行
い
ま
す

。

④
事
前
に
必
ず
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。

定
員
五
十
名
に
な
り
次
第
、

』る時はふんの始末をしましよう

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑤
申
し
込
み
者
に
対
し

て
は
、
詳

し
い
内
容
等
を
送
付
致
し
ま
す
。

b宅足~/í.!)v0&お/2，

*注意事前の申し込みが必要て・すも

回 月日・時間 内 廿円坐司 議 師

2 月 4 日伏) 講義 辻井循環器科・内科

午後1時30分~ lFr糖尿病」と言われた 院長

3時 時、 どうしますか!?.! 辻井 武庫

2 月 12日制 講義
栄養士

2 午後1時30分~ 「おいしい健康食の献立
中川 直子

3時 のたて方」

2 月 18 日伏)
調理実習・講義

「おいしい健康食~バイキング 栄養士
3 午前10時~ 料理て'学ぶ1単位80kcalの 中川 直子

12時30分
量と味」

2 月 27 日 (木)
実技(大好評なのでリクエストに マスターズスポーツクラブ
お答えして) Tomorrow 

4 午後1時30分~ 『誰にでもできる/エアロピクス 健康運動指導士
3時

一楽しく無理なく気分興快ー」 西岡理恵

3 月 5 日嗣 講義 西野内科クリニック

5 午後1時30分~ rr高脂血症」と言われて 院長

3時 改善に悩んでいませんか ら 西野

3 月 11 日側 調理実習・講義 栄養士
6 午前叩時~

F，\ランスのとれた健康食」 中川 直子
12時30分

3 月 17 日 (月)
実技・講義 マスターズスポーツクラブ

『今日から、、運動*してみま Tomorrow 
7 午後1時30分~ せんか!? 一*歩くもニとの 健康運動指導士

3時
大切さを体験して下さいー』 浅海久美

、~~b〆ごは〆斗./Ð:t〆~\:.!〆3 犬を散
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第
8

回
「
人
権
を
鱈
る
集
い
」
よ
り
①

交
り
ゅ
う
き
ゅ
う
し
ょ
く

上
林
小
学
校
二
年

谷
口
嘉
崇

ぼ
く
の
通
っ
て
い
る
上
林
小

学

校
は
、
毎
週
、
交
り
ゅ
う
き
ゅ
う

し
ょ
く
を
し
て
い
ま
す
。

ふ
つ
う
の
き
ゅ
う
し
ょ
く
で

は
、
一
つ
の
学
年
で
き
ゅ
う
し
ょ

く
を
食
べ
て
い
ま
す
が
、
交
り
ゅ

う
き
ゅ
う
し
ょ
く
で
は
、
二
つ
の

学
年
が
い
っ
し
ょ
に
き
ゅ
う
し
ょ

く
を
食
べ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
ま
る
く
な
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
話
を
し
な
が
ら
食
べ
る

と
、
食
よ
く
が
も
り
も
り
と
わ
い

て
く
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
交

り
ゅ
う
き
ゅ
う
し
ょ
く
の
あ
る
日

は
、
き
ゅ
う
し
ょ
く
を
い
っ
し
ょ

に
食
べ
た
人
た
ち
と
み
ん
な
で
い

っ
し
ょ
に
、
各
一
休
み
は
、

り
あ
そ
び
ま
す

。

こ
の
日
は
、
か
ん
け
り
を
し
て

あ
そ
び
ま
し
た
。

き
ゅ
う
し
よ
く
が
お
わ
っ
て
、

い
そ
い
で
か
ん
け
り
の
ば
し
ょ
へ

行
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に

ぜ
ん
い
ん
あ
つ
ま
り
ま
し
た

。

「
こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
お
も
し

ろ
く
な
る
よ
。
」
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
で
、
音
楽
が
な
っ
て
そ
う
じ

が
は
じ
ま
り
ま
し
た

。

い
つ
も
の
各

一休
み
と
同
じ
な
の

に
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
時
間
が
た

つ
て
し
ま
っ
て
、
昼
休
み
が
み
じ

か
く
感
じ
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
交
り
ゅ
う
き
ゅ
う
し

よ
く
の
日
が
、
楽
し
み
で
す

。

そ
の
わ
け
は
、
い
ろ
い
ろ
な

学

年
の
人
と
き
ゅ
う
し
ょ
く
を
食
べ

た
り
、
い

っ
し
ょ
に
あ
そ
ん
だ
り

す
る
と
、
友
だ
ち
が
ふ
え
る
よ
う

な
気
が
す
る
か
ら
で
す

。

一
年
生
に
な
る
前
に
上
林
小

学

校
に
か
わ
っ
て
き
た
ぼ
く
は
、
友

だ
ち
が
で
き
る
か
な
と
、
と
て
も

心
ぱ
い
で
し
た

。

同
じ
学
年
の
人
は

、
学
校
に
く

る
と
、
い
つ
も
い

っ
し
ょ
に
べ
ん

き
ょ
う
し
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
あ

そ
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
話
し
た
こ
と
の
な

い
高
学
年
の
お
に
い
さ
ん
や
お
ね

え
さ
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
こ
わ
い
気

が
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
あ
る
日
、

思
い
切

こ
'
ん
か
さ
」
シ
』

、司V

が
あ
り
ま
し
た

。
交
り
ゅ
う
き
ゅ

う
し
ょ
く
で
、
い
す
を
は
こ
ぶ
時

に
、
高
学
年
の
お
に
い
さ
ん
や
お

ね
え
さ
ん
が
、
手
つ
だ
っ
て
く
れ

た
の
で
す
。
ぼ
く
は
、
や
さ
し
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

心
が
あ
た
た
か
く
な
る
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
ぼ
く
は
、

一
年
生

と
い

っ
し
ょ
に
き
ゅ
う
し
ょ
く
を

食
べ
る
時
は
、
す
す
ん
で
い
す
を

は
こ
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す

。

一
年
生
が
「
あ
り
が
と
う
。
」
と

言
っ
て
く
れ
る
と
、
よ
か
っ
た
な

と
思
い
、
し
あ
わ
せ
な
気
も
ち
に

な
り
ま
す

。
援

学
校
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
り
ま
す

。
友
だ
ち
と
な
か
よ

く
で
き
る
日
も
あ
れ
ば
、
け
ん
か

を
す
る
日
も
あ
り
ま
す
。

な
か
よ
く
で
き
た
日
は
、
よ
か

っ
た
な
と
思
い
、
け
ん
か
を
し
た

日
は
、
い
や
な
気
が
し
ま
す
。

で
も
、
同
じ
こ
と
で
わ
ら
っ
た

り
、
け
ん
か
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

友
だ
ち
の
い
い
と
こ
ろ
が
少
し
ず

つ
わ
か
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す

。
や
っ
ぱ
り
、
学
校
っ
て
い

い
な
、
友
だ
ち
っ
て
い
い
な
と
、

思
い
ま
す

。

こ
れ
か
ら
も
、
交
り

ゅ
う
き
ゅ
う
し
よ
く
や
あ
そ
び
な

ど
を
と
お
し
て
、
心
の
か
よ
い
合

う
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
「
思
い
や
り
の
心
」
は
、
こ
の
よ
う
な

場
を
通
し
て
育
っ
て
い
き
ま
す
。

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
供
や
、

そ
の
こ
と
を
知
っ
た
親
の
気
持
ち

は
い
か
ば
か
り
で
し
ょ
う
。
怒
り

に
震
え
、
憎
し
み
で
感
情
が
高
ぶ

る
の
を
だ
れ
も
責
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
教
師
は
、
い
じ
め
問

題
に
つ
い
て
は
冷
静
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

。

親
の

感
情
を
考
え
て
性
急
に
事
を
運
べ

ば
、
い
じ
め
は
内
に
潜
ん
だ
形
で

残
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん

。

し
か
し
、
冷
静
な
対
応
は
、
「
こ

ん
な
に
心
配
し
て
い
る
の
に
・
:
」

と
い
う
親
の
感
情
に
沿
わ
な
い
面

が
あ
り
ま
す
。
不
信
感
の
芽
ば
え

は
い
じ
め
問
題
の
解
決
を
閉
ざ
す

こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

信
頼
感
を
保
ち
つ
つ
、
誤
り
な

く
い
じ
め
問
題
に
対
応
す
る
た
め

に
、
次
の
手
順
を
敢
守
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

A

い
じ
め
ら
れ
た
子
に

①
心
の
苦
し
み
を
癒
す
。

②
原
因
や
経
過
を
聞
く
。

③
強
い
生
き
方
を
求
め
る
。

B

い
じ
め
た
子
に

①
事
実
関
係
を
明
確
に
す
る
。

②
過
ち
を
自
覚
さ
せ
る
。

③

心
の
病
い
を
癒
す

。

解
決
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
い
き
な

り
の
両
者
同
席
の
指
導
は
、
よ
ほ

ど
慎
重
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

い
じ
め
問
題
の
対
応
の
最
も

む
ず
か
し
い
面
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

A
の
①
は
、
何
を
お
い
て
も
、

ま
ず
最
も
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
点
で
す
。
こ
の
段
階
で
、

安
心
感
と
信
頼
感
を
も
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
、
そ
の
後
の
対
応
の
成

否
を
決
定
す
る
と

言
っ
て
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

「
い
じ
め
は
絶
対
に
許
き
れ
な

い
」
と
い
う
こ
と
は
、
い
じ
め
問

題
の
基
本
的
認
識
の
中
心
で
す

が
、
許
さ
れ
な
い
の
は
、
い
じ
め

の
行
為
で
あ
っ
て
、
い
じ
め
た
子

供
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題
の
背

景
や
直
接
の
引
き
金
と
な
っ
た
こ

と
を
突
き
詰
め
て
い
く
と
、
い
じ

め
た
子
は
、
親
や
教
師
や
社
会
の

被
害
者
で
あ
る
場
合
も
多
い
の
で

す
。と

す
る
と
、

B

の
③
は
欠
か
せ

ま
せ
ん

。

健
康
な
心
を
と
り
も
ど

す
こ
と
が
い
じ
め
問
題
解
決
の
終

着
点
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

親
と
教
師
の
、
よ
き
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
の
信
頼
感
の
確
立
こ

そ
、
い
じ
め
問
題
解
決
の
近
道
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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福

寿

第
ロ
回

日
時

一
月
二
十
二
日
嗣

午
前
十
時
l

十
一
時
三
十
分

町
民
会
館

(
第
一
・
二
研
修
室
)

ウ
エ
ル
ケ
ア
重
信
施
設
長

(
聖
カ
タ
リ
ナ
女
子
大
学

社
会
福
祉
学
部
非
常
勤
講

師
)
佐
々
木
信
也
先
生

「
高
齢
者
福
祉
の
現
状
と

課
題
」

場
所

講
師

演
題

大 申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
謀

冨
九
六
四
ー

一
五
O
O
附

晶弘

田チ

第
日
回
(
閉
講
式
)

日
時

場
所

講
師

演
題

一
一
月
三
日
間

午
後
一
時
三
十
分
i

三
時

町
民
会
館

(
第
一
・
二
研
修
室
)

岩
村
昇
博
士
協
力
会
事
務

局
篠
浦
千
史
先
生

「
み
ん
な
で
生
き
る
た
め

に
」
l

ネ
パ
ー
ル
の
草
の

根
の
人
た
ち
と
の
交
流
を

と
お
し
て
|

第
ロ
回
・
第
日
回
と
も
に

入
場
無
料

主
催町

教
育
委
員
会

文
章
教
室

文
章
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

簡
潔
で
分
か
り
ゃ
す
い
文
章
、
美

し
い
文
章
、
感
動
的
な
文
章
:
・
。

エ
ッ
セ
イ
、
紀
行
文
、
記
事
文
、

手
紙
文
、
自
分
史
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
文
章
の
書
き
方
を
、
実
践
を
通

し
て
学
び
ま
す
。

一
月
十
・
二
十
四
日

一
一
月
七
・
十
四
日

(
い
ず
れ
も
金
曜
日
)

午
後
七
時
三
十
分
i

九
時

場
所
町
民
会
館
(
婦
人

室
)

受
講
料
無
料

講
師
和
田

重
作
先
生
(
元
愛

媛
新
聞
社
編
集
委
員
、
愛
媛

県
生
涯
学
習
推
進
講
師
)

町
教
育
委
員
会

日
時

主
催

手
話
教
室

手
話
を
習
っ
て
い
ま
す

北
吉
井
小
学
校
五
年

吋
中
宇
禰
貴
衣

私
は
、
手
話
を
習
っ
て
い
ま
す
。

手
話
教
室
で
は
、
友
達
も
で
き
て

楽
し
い
で
す
。
今
ま
で
で
む
ず
か

し
か

っ
た
の
は
、
自
分
の
家
の
こ

と
を
手
話
で
あ
ら
わ
す
こ
と
で
す
。

私
の
一
番
好
き
な
手
話
は
、
自

分
の
誕
生
日
や
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ

ん
、
そ
し
て
兄
弟
に
つ
い
て
で
す
。

そ
れ
は
、
な
ん
と
な
く
や
さ
し
い

か
ん
じ
が
す
る
か
ら
で
す
。
か
な

ら
ず

一
回
は
、
み
ん
な
の
前
で
発

表
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
ど

き
ど
き
し
ま
す
。
わ
か
ら
な
か
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、

河
野
先
生
や
奥
原
先
生
に
教
え
て

も
ら
っ
て
、
う
ま
く
で
き
た
と
き

に
、
は
く
手
し
て
も
ら
っ
て
、
も

の
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

今
ま
で
に
教
え
て
も
ら
っ
た
手

話
を
、
学
校
の
先
生
や
友
達
に
も

教
え
て
あ
げ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
も
っ
と

い
ろ
い
ろ
な
手
話
を
勉
強
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

L 

「
オ
レ
た
ち
職
人
は
機
械
は
使

わ
な
い
よ
。
手
や
道
具
で
品
物

を
こ
し
ら
え
る
ん
だ
」

永
六
輔
著
「
職
人
L
よ
り

第
十
回
れ
き
み
ん
ロ
ビl
展
は

職
人
の
手
・
思
い

歴
民
の
資
料
に
は
、
修
理
さ

れ
て
い
た
り
、
工
夫
の
跡
が
よ

く
分
か
っ
た
り
す
る
も
の
が
幾

つ
か
あ
り
ま
す
。

「
作
り
上
げ
る
」
「
使
い
込
ん

だ
」
そ
ん
な
江
戸
l

明
治
の
使

い
手
と
作
り
子
の
呼
吸
を
伝
え

た
く
て
、
セ
レ
ク
ト
し
て
み
ま

し
た

。

〈
一
月
の
休
館
日
v

』
.
、
，

nべ
u
p
h
d
n
u
d
n
H
U

-

-
，
『
、
司

E
A

旬
E

ム

1
1
ム
円

'
u

ヴ
t
2
i
I
J

q
r臼
内
べ

u
r
t砂
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午前8時30分~圃圃画面悶・闘・田園田園~，._ 受 付 午前8時30分~
(当日受付) 司岡田層明‘Û1.J司関陣田昭島!凋璽 開会式 午前9時~

午刊前9姉時~ 1 : 一J」寄色三正目-叫." 必 只里遭 l ス対夕 一 ト 午前叩
午前9時2初0分- r--戸i ← . - 廿寸J4山，.... _ "1盛~一- J:薗圃E 一イJ; コ 一ス 重信中学校周辺

参加資格 ;払品居住者、町 乙孟:J:Lゴ一jE ;史里ιJ三樫J;;;;:? ! � … 轄開所に勤務 一惇i号マママ巧1子子子:言言ぎぎぎ子J々 ♂-ご=三斗広出斗ぶぷぷプ元主以;主主以::~Jιよ戸よ諸密 ? 
する方 4牛二ヰ3現FP予よ -"':s:;:r =<"'E逼亘回 す

; 2月2日骨 (雨天順延 2月9日) ; 

昨年の健康マラソン大会

3 重信中学校グラウンド ? 
V~斗o斗o斗oサo斗o斗oサo斗o斗<>~斗o寸oサo斗。ペ。斗oサ<>~サo斗o斗o斗o斗o吟<>'J

イサ

開会式

スター ト

ス

,JB, 
Jι 

コ

『
親
の
宵
を
見
て
子
は
育
つ
』

量
佃
町
P
T
A

研
間
大
間

地
域
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
か
ら

P
T
A

活
動
に

対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

現
在
、
子
供
た
ち
の
間
で
い
じ

め
・

不
登
校
・
非
行
な
ど
の
問
題

が
深
刻
化
し
て
い
る
な
か
、
子
供

た
ち
の
健
全
育
成
を
推
進
し
よ
う

と
十
一
月
二
十
四
日
重
信
町

P
T

A
研
究
大
会
が
、
町
民
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

家
庭
の
教
育
力
の
低
下
が
い
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
本
年
は
「
家

庭
教
育
の
本
質
に
つ
い
て
考
え
る
」

と
い
う
研
究
テ
l

マ
を
設
定
し
活

発
な
討
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た

。

そ
の
中
で
、

ω
家
庭
に
お
け
る

親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
少
な
く
な
っ

て
お
り
、
子
供
の
悩
み
や
要
求
に

耳
を
傾
け
て
い
な
い
事
が
多
い
の

で
は
な
い
か
。

ω
物
は
豊
か
に
な

っ
た
が
、
子
供
の
心
は
逆
に
利
己

的
に
な
っ
て
い
る
。

ω
「

し
つ
け
」

が
で
き
て
い
な
い
子
供
が
多
く
公

共
の
場
で
他
人
の
迷
惑
を
考
え
な

い
子
供
や
、
そ
れ
を
い
つ
ま
で
た

っ
て
も
注
意
し
な
い
親
を
見
か
け

る
。
な
ど
現
状
に
対
し
て
厳
し

い

意
見
が
で
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
子
供
の
教
育
に
対

す
る
責
任
を
自
覚
し
、
家
庭
が
本

来
果
た
す
べ
き
役
割
を
見
つ
め
直

す
機
会
と
な
り
、
大
き
な
成
果
が

あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

「
親
の
背
を
見
て
子
は
育
つ
」
と

言
わ
れ
ま
す
。

親
自
身
が
他
人
を

思
い
や
る
心
を
持
ち

、

決
め
ら
れ

た
事
を
守
る
と
い
う

態
度
が
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。
ま
た
、

「
地
域
で
育
つ
」
と
も

言
わ
れ
ま

す
。

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
や

様
々
な
社
会
体
験
・
自
然
体
験
を

積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心

豊
か
な
子
供
に
成
長
し
て
ゆ
き
ま

す
。私

た
ち
は
、
今
後
と
も
次
代
を

担
う
子
供
た
ち
が
心
豊
か
で
た
く

ま
し
く
育
つ
よ
う
、
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
皆

様
も
、
温
か
く
、
時
に
は
厳
し
く

子
供
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

重
信
町
P
T
A

連
絡
協
議
会

会
長
高
市
宅
治

一
一
月
二
日
間

午
後
一
時
三
十
分
1

町
民
会
館

(
第
一
・

二
研
修
室
)

川
岡
勉
先
生

(
愛
媛
大学
助
教
授
)

「

道
後
湯
築
城
跡
の
現

状
に
つ
い
て
」

聴
講
料

無
料

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

共
催

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
史
談
会

問
い
合
わ
せ
先

歴
史
民
俗
資
料
館

箇
九
六
四
l

一
五
O
O

附

内
線
五
O
三

日
時

場
所

講
師

演
題



ロ
の平
確成
定七
数年
値+
が月
昨一
年日
十現
ー在
月で
末実
公施
表さ
され
れた

人口からみた県内町ベス ト5(平成2年国勢調査との比較)ま「
し固
た勢
。 調

査

の
世
帯
数

人
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重
男 10.973入 、

信 女 11.544人
平成2年に比べ975人、率にし

町
計

て4.5%増加しました。
22.517人

愛
男 712，518人

媛 女
平成2年に比べ8，325人、率にし

県
794， 182人

計 1 ，506，700人
て0.5%減少しました 。

全
男 61 ，574，398人

女 63 ，995 ，848人
平成2年に比べ 1 ，959 ，079人、率

国
計 1 25 ，570.246人

にして1.6%増加しました。

町 名 人 口 増減 世帯数 増減

松前町 30 ,106 699 9 ,857 807 
重信町 22.517 975 7.338 707 
砥部町 20,493 932 6,617 654 
土居町 17,507 14 5,386 318 
宇和町 17,484 ム281 6,32 1 279 

、.. 

水
道
だ
よ
り

-
R夜
の
冷
え
込
み
に

ご
注
意

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4

℃
以
下
に

な
り
ま
す
と
、
防
寒
の
不
完
全
な

水
道
管
は

凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た

り
し

ま

す
。
保
温
材
を
巻
い
た
り
、

手
近
な
も
の
と
し
て
、
毛
布
、
布

な
ど
を

利
用
し
、

寒
さ
か
ら

水
道

管
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

凍
結
し
て
水
が
出
な
い

と

き
は

、

じ
ゃ
口
を
開

け
、
タ
オ

ル
な
ど
を

か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま

湯
を
ゆ

っ
く
り

と

か
け
て

く
だ
さ
い
。
熱
湯
を

急

激
に
か
け

る
と
、
破
裂
す
る
場
合

が
あ
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

家事受付相談 .，
(離婚、相続、子供、親族等に関する相談)

午前9時r-.J 11 時30分
午後 1時r-.J 4時30分
(土・日曜・祝日を除〈毎日)

申立手続等について、分からないニとがあれば、家庭
裁判所に遠慮な〈ご相談ください。

松山家庭裁判所目945-5000

県
営
住
宅

楢
z
x
zハ
臣
室主
且
空襲

一

申
込
み
受
付
期
間

一
一
月
七
日
幽
1

十
四
日
幽

八
時
三
十
分
1

十
七
時

受
付
場
所

ω
城
北
・
城
西
地
区
、
城
東
地
区
、

城
南
地
区

松
山
地
方
局
建
設
部
建
築

指
導
課
県
営
住
宅
係

(松
山
市
北
持
田
町

一
三
二
番
地
)

園
九
四
一l
一
一
一
一
内
線
四
四
三

ω
伊
予
地
区

松
山
地
方
局
伊
予
土
木
事
務

所
用

地
管
理
課

(伊
予
市
米
湊
二
六
九
番
地
)

箇
九
八
二
l

一
二
O
五

抽
選
日

三
月
四
日

ω

十
三
時
三
十
分

募集団地

地区名 団地名

城北・城西地区
松風・松翠・朝美 ・梅津寺 ・

潮見・鹿峰 ・ 中須賀

城東地区
溝辺・梅ノ本・天神・牛測 ・

吟松・久米・三町

城南地区 和泉・石井・西石井 ・森松・砥部

伊予地区 伊予・伊予第二 ・新川 l

篤

志

附
@宅ゆ匂泡⑤

寄

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い

も

ま
し
た

。

温
か
い
善
意
あ
り
が
と

し

う
ご
ざ
い
ま
す。

(
敬称
略
)

喰

〈
一
般
寄
付
〉

時

重
信
町
婦
人
会

臨

重
信
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡

日

研
究
会

日

〈
香
典
返
し
v

h
m

渡
部
和
明
(
見

奈
良
)亡
父
・
和
人

立

高
村
和
男
(
南
野
田
)
亡
妻
・
勝
美

わ

弓
削
田
直
美
(牛
淵

)

の

亡
父
・

戒
能
喜
三
郎

刊

渡
部
満
繁
(
見
奈
良

)亡
子
・
孝
治

守ロ木

州
地d
V仏
σ
n
w佐
世
絵
母
島
廿
島
崎
新

λ噛

供
非
談
か

ヰ
ロ
羽

払
川v
t
一
民
凋
持

1
問
一
肌

削
れ
れ
豆
町
前
町

桝
展

M
川
育
不
吋
年
一
中

桝
ほ

メ
刈
子
ム
い
て
日
午

-
u抑
制
明

。
リ
，
，
.
川

U
3
5

ぅ
ι

別
ゆ

山

民
主
州
側
刈

早

川
ぺ
所
談
是
を
礼

的Y
さ
・

「
閥
、
談
相
H
E
W
F

平
総
E

U
ヴ
相
話
引
祭

!
m
v合

川
山
川
童
電
は
祝
・れ
臼

中
総

司
法
詑
村
立
闘

部
ど
弘
明
知

立

高
山
媛
す
ぺ
洋
側
冨
m
T

d
E

愛
関

J
は
午

中

出

に
行
自
ら

中

滋
母
4
A
岬
脅
母
母
a
u
A
u母
脅
爵

@屯氾y官泡ぺB
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重
信
町
青
年
団
体
連
合
会
(
通

称
S
A
R
A
)
が
、
郵
便
局
、
派
出

所
等
、
町
内
の
公
共
施
設
に
プ
ラ

抽
削

ン
タ
!

の
設
置
を
行
い
、
花
い
つ

l
i
-
-
ば
い
運
動
の
推
進
を
図
り
ま
し

、
1

た
。

い
士
一
月
八
日
、
農
業
後
継
者
や

p
h

商
工
会
青
年
部
な
ど
の
全
員
が
、

『

酢

パ
ン
ジ
ー

、
葉
ボ
タ
ン
、
ま
た
春

つ
を
楽し
み
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ビ

ー
オ
ラ
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

↓
町
内
の
あ
ち
こ
ち
で
私
達
に
や

官
制
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。

ジ
ャ
ン
ボ
門
松
登
場

年
の
瀬
が
近
付
い
た
昨
年
十

二

月
初
旬
、
上
林
に
ジ
ャ
ン
ボ
門
松

が
お
目
見
え
。

お
正
月
を
故
郷
で
過
ご
す

人
達

を
出
迎
え
よ

う
と
、
上
林
観
光
協

会
と
区
が
主
体
と
な
り
、
同
地
区

の
入
り
口
の
県
道
の
両
脇
に
一
対

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

門
松
は
高
さ
約
三
メ
ー

ト
ル
。

材
料
と
な
る
竹
や
松
な
ど
の
切
り

出
し
か
ら
す
べ
て
地
元
の
人
の
手

に
よ

っ
て
作
ら
れ
ま
し

た
。

一
月
十
五
日
ま
で
出
迎
え
て
く

れ
ま
す
。

ι 、 t"，ヘ、、も15 

昨
年
の
夏
休
み
に
シ
ニ
ア
ス
カ

ウ
ト

隊
の
活
動
と
し
て
白
石
航
君

が
富
士
登
山
を
行
い
ま
し
た
。

集
す
楽
し
い
活
動
が
次
々
と
で
き
ま

募
ス
カ
ウト
募
集
の
説
明
会
を
下

.

記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

L

，

日
時

句
ノ
一
月
二
十
五
日
出

，
午
後
七
時
三
十
分

l

九
時

カ
場
所

・
町
民
会
館

-
J
対
象
者

幼
稚
園
・
保
育
所
の
年
長
組

ー

小
学
四
年
生
の
男
女

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

。

宿
泊
/
ホ
テ
ル
大
山(
2朝
食・
-
夕
食
っ
き
)

申
し
込
み警
は
、
ミ
シ
マ
ス
ポ
ー
ツ
(
見
奈
良
)

に
あ
り
ま
す。

町
内
の
ス
キl
大
好
き
人
聞
の
皆
さ
ん
、
ま
た
申
し
込
み
金
お

一人
五
千
円
を
添
え
て
お
申

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
ょ
う
か
な
と
思
っ

て
い
る
一
し
込
み
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
、
私
た
ち
と
一
緒
に

雪
の
山
に
出
か
け
て
ドr
そ
の
他

み
ま
せ
ん
か
。
，
、
.
希
望
者
に
は
現
地
の
ス
キ

l

学
校
を
手
配
し

次
の
要
領
で
第二回
研
修
ツ
アl
会
員
を
募•. 

ま
す

。

集
し
て
い
ま
す
。
・
見
也
の
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
が
手
配
で
き
ま
す

。

s
i
 

実
施
予
定
日

J
'

・
詳
し
い
資
料
は
、
申
し
込
み
時
に
お
渡
し
し
ま

一
月二
十
四
日
働
午
後
十
時
発t
e

す
。

一
月二
十
六
日
四
午
後
十
時
着
'
」
申
し
込
み
先

大
山
国
際
ス
キ
l

場
山
内
英
彦
薗
九
二
七

i

O
O
七
七

三
十
名l
四
十
名
を
予
定
山
内
数
延
箇
九
六
四

l

二
五
七
五

大
人
二
万
九
千
円
(
雑
貨
含
む
)
竹
田
徹
箇
九
六
四

1

三
O
五
O

子
供
二
万
五
千
円

旅
行
主
催
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
附

行
き

先

定
員

会
費

お
か
え
ん
ひ
っ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
九
年
の
始
ま
り
で
す
。

皆
さ
ん
の
今
年
の
抱
負
は
ど
ん

な
も
の
で
し
ょ
う
か
?
新
年
の
抱

負
を
胸
に
ど
ん
な
年
に
し
よ
う
か

と
希
望
で
い
っ
ぱ
い
だ
と
思
い
ま

す
。

@宅泡々泡奇形宅ゆ包か宅ゆ屯泡〆@広報の早期配付Lご協力下さい。

と
こ
ろ
で
今
年
は
丑
年
。
初
め

て
企
画
し
た
年
男
・
年
女
特
集
。

町
内
で
は
約
二
千
人
、
該
当
さ
れ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
な

る
べ
く
多
く
の
方
に
、
新
年
の
抱

負
を
お
聞
き
し
、
元
気
な
笑
顔
と

一
言
を
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
依
頼
さ
れ
た
方
に
は
突
然
の
一

方
的
な
申
し
出
、
大
変
失
礼
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
キ
4
?し
れ
~
。

広
報
ウ
ー
マ
ン
に
な
っ
て
、
三

回
目
の
お
正
月
を
迎
え
ま
す
。
マ

ン
ネ
リ
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

気
持
ち
も
新
た
に
が
ん
ば
り
ま

す
。今

年
も
広
報
し
げ
の
ぶ
を
ど
う

ぞ
ご
愛
読
下
さ
い
。

eペル叡与~宅島信ゆ宅ゆ③
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戸
籍
の
窓

十
二
月
十
固
ま
で
の
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う

宮志富田北山牛田 住
[ ì掌 1 野之
百 川 百窪 田内湖l 窪 所

i也矢中山池水大積
保田野嶋中 川 沼森田
護

邦行康広幸友 政司 者夫正幸 幸勲一郎

5,2 真ま幸?f芥君主古哉拓?美み夢希P字習l句 出生か未み哉や や喜さむ !尼

11 11 11 11 11 11 11 10 筆月

8 8 6 6 5 4 2 30 日
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三奈 津津 j可

岡洲白口良村林窪 }II }II 原洲 所

川
本
政
教

倉
橋
章
夫

鴻
上
繁

西
山
卓
生

品
部
光
二

山
内
浩

永
野
浩
二

国
土
光
一

森
戸
浩
明

菅
野
和
賞

小
池
輝
彦

瀧
浦
巨
教

稚i気1敦4美み泰ii少》朔さ佳か千ち亮閣|星
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生
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下下回国下富田下樋西見牛 住
1 奈

所林林窪窪林百窪林口問良測

越森三古山大海宮恒大渡露
氏智ヨ嶋 i中野西稲 岡西部口

雅シ幸節要子 時展 j; 利鹿孝泰
名由ミ男子 恵夫ョ一雄治幸

78 79 53 65 86 94 49 77 81 77 47 64 年
令

12 12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 手E. . . . .. . 亡
の

4 4 3 2 26 26 24 19 18 13 12 12 日

日 (ii)

l 出

郷土史講座 113:30- 1町民会館

第19閉健康マラソン大会 1 9:00- 1 重中グラウンド
2 (同卜一一一一一一一一一一一一一一一一)-:~:: -------1 

第22回400才駅伝大会 1 9 ・ 00- 1重中グラウン ド

当番医永山内科 松山市北梅本町箇976-1788

福寿大学 「みんなで生きるためにJI

-~，パールの草の根の人たちとの交流をとおして一 113:30-15:00 1町 民会館
3 何)1

岩村昇博士協力会事務局篠j南千史先生

ii二百17教室 一一一一一一一 一 lï3:3ô二ï5:3õl~r-民会一品

病気別健康教室① 113:30-15:30 1町 民会館
4 (刈 f~ ~ ~.- ':~-一ー 一一一一一一一一 r:-:: - - :::::)

おとしより健康相談室(要予約) 114:00-16 : 001役場保健婦室

5 附|健康づくり料理講習会(住民) 110:00-12 :301西岡集会所
|離乳食学級

6 嗣|
(H8年10月 ・ 11月生まれの者)

7 幽|文章教室

8 出

9 側 l時国号;均台一一ー ーーー ー ーー ーーー ーーーーー ]_ ~:~~三~~:~~ 1時担問?ヒ三
ー当番医友愛内科・小児科 松山市水泥町富976-6262

10伺)1不燃物回収日

|祝日のためごみ収集休みます。
11ω | 

当番医渡部内科 松山市南梅本町園975-2232

12闘|病気別健康教室② 1 13:30-15:001町民会館
13才児健康診査 1 1 

113:00-14 :00 1町民会館
13肘 1 (H 5年10月・ 11月・ 12月生まれの者) 1---- ----1 

行政心配ごと相談所 113:00-15:001町民 会館

14幽 |文章教室 119 ・ 30- 1町 民会館
15出 |移動図書館事運行(山之内 ・樋口・横河原方面)

16倒) 1当番医北上靖博整形外科 松山市平井町田975-3753
17開|移動図書館車遂行(志津川・ 八反地・ 田窪団地・西岡方面)

|病気別健康教室③ 110: 00-12:301町民 会館
18閃卜一一一ーー 一 一 1----- --- - --- 1

おとしより健康相談室(要予約) 114:00- 16 :001役場保健婦室

乳児健康診査
印刷|

(H8年4月 ・ 7月・ 10月生まれの者)

印刷|今苧?日誌1PJ[ 一 一一一一一ー一一 一一一一一ー -- j~~:~~ゴ~:~~j均2F見貫主主
移動図書館車運行(悶窪・甥池・牛洲 ・牛洲団地・上樋団地 ・播磨台団地方面)

21幽 |リ ハビリ教室 1l3:30-15 :30 1町民会館
22出 |移動図書館車運行{野田n 目 ・新村・北野田・南野田方面)

|廃棄図書交換市 1 9 : 00-16:301図書館2階ロビー
23(日) トーーー ーーーー田司 ーー ー ーーーーーー ーー " ー ーーー し 一 一ーーー ーーー ー l

当番医< ，また内科 松山市北梅本町箇970ー 0011

24開 |健康相談〈各地区> 26 日附まで

|不燃物回収日
25ω| 

移動図書館事運行(上村・下林方面)

26(利

所場

保
護
者

13:30-15:301町 民会館

¥..... 
町民 会館19:30-

1 3:30-14:301町民会館

心配ごと相談所 113 : 00-15:0011町民会館

27附|病気J)lj健康教室④ 1 13:30-15 :001町民会館

移動図書館事速行(上林方面)

粗大ごみ回収日
28幽卜ーー

固定資産税第4期・国民健康保険税第8期納期限 水道使用料12 ・ 1月分納期限

NTT四国電話帳側印刷⑤791-02 重信町大字志津川972番地雷(089) 964-2001(代表)町民課編集愛媛県温泉郡重信町発行
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